中上健次「浄徳寺ツアー」における〈語り〉の試み　――〈語り物〉文芸の受容と、老婆の〈語り〉―― by 松本 海





















































































































































































































  3  「中上健次『浄徳寺ツアー』――「ヒロちゃん」の「ツアー」――」（『日本文学誌要』、2013年 7 月号）
  4  ラストシーンがあくまで幻想で終わってしまい、「彼」の昇華が中途半端になっている点や、〈語
り物〉の典拠が読者には分かりづらくなっている点、老婆の〈物語〉と「彼」の〈物語〉のリン
クの仕方が雑な点を鑑みると、「浄徳寺ツアー」はまだ中上文学の中において過渡期的な部分が強
い作品ではある。
＊討論要旨
　野網摩利子氏は、「浄徳寺ツアー」以降の作品において、中上健次が「生」と「性」という普遍的な
テーマをどのように展開していったのか、と質問した。発表者は、「浄徳寺ツアー」の特徴として、「性」
をめぐる語りでは反復性が強調されるのに対して、「生」をめぐる語りでは一回性が強調されており、
さらにこのような特徴が『千年の愉楽』など後年の作品にも引き継がれていることから、「生」と「性」
に対する中上独自の思想を読み取ることができる、と回答した。
　野田晃生氏は、複数の語りを取り入れる手法にはウィリアム・フォークナーやガルシア・マルケス
の影響も指摘されているため、作家論的な枠組みで考えるばかりでなく、国際的な文脈のなかで中上
作品を読み解くこともできるのではないか、と指摘した。発表者は、今後は『日輪の翼』における老
婆たちの語りと、「補陀落」における二人の語り手について分析する予定である、と具体的な研究計画
を挙げて、作家論的な枠組みのなかで考察することの意義を示した。
　中川成美氏は、中上が口承の語りを小説に利用したという理解はやや図式的に過ぎるのではないか、
と指摘した。中川氏はまた、「浄徳寺ツアー」には「生」と「性」のテーマに加えて、おぞましい話を
語り尽くすことによって浄化するという「聖」のテーマを見出すことができる、と述べた。
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